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小
中
学
校
７
校
で
開
始

　
     

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
が
稼
働

　

熊
本
県
の
益
城
（
ま
し
き
）
町
教
育
委
員
会
は
、教
育
ク
ラ
ウ
ド
と
し
て
「
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
、

今
年
度
か
ら
小
中
学
校
７
校
で
稼
働
を
開
始
し
た
。
国
内
で
も
初
と
な
る
電
子
指
導
要
録
の
作
成
や
、
出
欠
／
成

績
管
理
、
教
員
間
の
情
報
共
有
な
ど
を
実
現
す
る
も
の
で
、
校
務
の
効
率
化
や
児
童
生
徒
と
教
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
支
援
な
ど
に
活
用
す
る
。
シ
ス
テ
ム
設
計
・
構
築
な
ど
は
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
協
力
し
た
。
地
域
の
複
数
校

に
ま
た
が
っ
て
同
一
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
教
育
現
場
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

   

国
内
初
の
電
子
指
導
要
録
を
作
成

　

益
城
町
は
、
今
回
の
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
当

り
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
が

２
０
０
７
年
度
か
ら
３
年
間

実
施
し
た
「
新
し
い
学
校
経

営
に
お
け
る
熊
本
Ｗ
ｅ
ｂ
統

合
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を

参
考
に
、
熊
本
県
教
育
委
員

会
の
協
力
の
も
と
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
た
。

　

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、

益
城
町
内
の
小
中
学
校
７
校

児
童
生
徒
約
２
８
６
０
名
、

教
員
約
２
０
０
名
規
模
で
利

用
す
る
も
の
で
、
ク
ラ
ウ
ド

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
環
境

を
活
用
し
た
教
育
ク
ラ
ウ
ド

の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
。

　

具
体
的
な
機
能
と
し
て
、

小
中
学
校
で
は
国
内
初
と
な

る
電
子
指
導
要
録
の
作
成
を

は
じ
め
、出
欠
入
力
、成
績
入

力
、
通
知
表
作
成
な
ど
を
行

う
教
務
支
援
シ
ス
テ
ム
と
、

教
員
間
の
情
報
共
有
を
支
援

し
て
休
暇
や
出
張
の
電
子
申

請
・
決
裁
を
行
う
グ
ル
ー
プ

ウ
ェ
ア
「
ゆ
う
ｎ
ｅ
ｔ
」
で

構
成
し
て
い
る
。

　

シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
当
っ

て
は
、
２
０
１
０
年
11
月
か

ら
小
中
学
校
各
１
校
で
実
証

事
業
を
行
っ
た
。
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

・
ツ
ー
ル
活
用
の
た
め
の
職

員
研
修
を
実
施
し
、
勤
務
時

間
内
に
児
童
生
徒
と
接
す
る

時
間
が
向
上
す
る
か
、
教
員

の
校
務
効
率
化
に
役
立
つ
か

な
ど
利
用
可
能
性
や
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
確
保
な
ど
の
検
証
を

実
施
し
た
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
し
て

は
、
情
報
漏
え
い
防
止
や
デ

ー
タ
の
保
護
を
実
現
す
る
た

め
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
大
和
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
研
究
所
に

よ
る
先
進
的
な
技
術
を
採
用

し
た
。
同
町
で
は
校
務
の
情

報
化
に
よ
り
校
務
の
標
準
化

や
効
率
化
を
実
現
し
、
教
員

の
本
来
の
業
務
で
あ
る
「
児

教育クラウドを実現へ
益城町教育委員会

　

関
東
学
院
大
学
は
、
学
内

の
全
サ
ー
バ
ー
を
仮
想
化
技

術
で
統
合
し
て
構
築
し
た

「
オ
リ
ー
ブ
ネ
ッ
ト
仮
想
基

幹
サ
ー
バ
ー
」
シ
ス
テ
ム
の

本
稼
動
を
開
始
し
た
。

　

同
大
学
は
学
内
の
シ
ス
テ

ム
を
部
門
ご
と
に
管
理
し
て

い
た
た
め
学
内
の
イ
ン
フ
ラ

を
一
元
管
理
で
き
ず
、
ト
ラ

ブ
ル
対
応
な
ど
が
非
効
率
に

な
る
問
題
が
生
じ
て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
仮
想
化
技

術
に
よ
っ
て
、
省
エ
ネ
や
運

用
性
に
優
れ
た
仮
想
環
境
を

構
築
し
、
教
育
研
究
や
事
務

シ
ス
テ
ム
な
ど
使
用
部
門
別

に
管
理
し
て
い
た
全
サ
ー
バ

ー
53 

台 

を
34 

台
に
統
合
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
内
の

イ
ン
フ
ラ
の
一
元
管
理
と
、

サ
ー
バ
ー
資
産
の
有
効
活

用
、
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
効
率
化
を
実
現
し
た
。

　

同
シ
ス
テ
ム
は
、
富
士
通

の
ブ
レ
ー
ド
サ
ー
バ
ー
30
台

と
ラ
ッ
ク
マ
ウ
ン
ト
サ
ー
バ

ー
４
台
、
仮
想
化
ソ
フ
ト
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
。

　

サ
ー
バ
ー
の
故
障
時
や
災

害
時
の
業
務
継
続
強
化
の
た

め
、
サ
ー
バ
ー
の
２
重
化
、

冗
長
化
構
成
に
よ
り
デ
ィ
ザ

ス
タ
リ
カ
バ
リ
を
行
う
こ
と

で
安
全
性
を
強
化
し
た
。

　

今
回
の
サ
ー
バ
ー
統
合
に

よ
っ
て
、
富
士
通
の
液
晶
一

体
型
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
Ｐ
Ｃ
と

合
わ
せ
、
導
入
後
４
年
間
で

最
大
４
７
４
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

  

学
内
ク
ラ
ウ
ド
視
野
に

      　

サ
ー
バ
ー
統
合
で
仮
想
化

関東学院大学

　

広
島
大
学
は
、
端
末
１
千

台
を
超
え
る
シ
ン
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

稼
働
を
開
始
し
た
。

　

今
回
、
構
築
し
た
シ
ス
テ

ム
は
、
ネ
ッ
ト
ブ
ー
ト
型
の

シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
シ
ス
テ

ム
と
な
っ
て
お
り
、
Ｏ
Ｓ
や

教
育
向
け
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
を
サ
ー
バ
ー
で
一

元
管
理
す
る
。
学
生
や
教
職

員
は
、
ソ
フ
ト
を
シ
ン
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
端
末
に
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
使
用
す
る
。

　

シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
端
末

を
利
用
す
る
こ
と
で
動
画
像

コ
ン
テ
ン
ツ
や
３
Ｄ
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
ス
の
利
用
な
ど
の
高

度
な
処
理
を
実
現
す
る
だ
け

で
な
く
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

強
化
と
シ
ス
テ
ム
運
用
の
効

率
化
を
は
か
る
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
省
電
力
サ
ー
バ

ー
30
台
を
軸
に
、シ
ン
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
端
末
の
小
型
ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
１
１
４
４

台
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

福
岡
大
学
は
、
全
学
の
教
育
･
研
究

･
医
療
を
支
え
る
情
報
基
盤
と
な
る
教

育
研
究
シ
ス
テ
ム
「
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

（
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
）
４
」
の
構
築
に
あ

た
り
、
ス
ト
レ
ー
ジ
の
容
量
拡
張
と
消

費
電
力
の
削
減
を
同
時
に
行
っ
た
。

　

全
学
の
情
報
通
信
基
盤
と
し
て
94
年

10
月
に
「
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
」
を
導
入
し

て
以
降
、
５
年
ご
と
に
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

と
シ
ス
テ
ム
環
境
を
更
新
し
て
き
た
。

第
４
世
代
目
と
な
る
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
４

は
、
先
端
サ
ー
ビ
ス
や
技
術
の
提
供
、

安
全
･
安
定
性
の
向
上
、
環
境
対
策
、

効
率
的
な
運
用
の
４
つ
を
具
現
化
す
る

教
育
研
究
シ
ス
テ
ム
と
し
て
構
築
し

た
。

　

学
内
に
は
、
情

報
処
理
教
育
の
実

習
施
設
と
し
て
18

カ
所
の
Ｐ
Ｃ
教
室

と
、
学
生
が
自
習

の
際
に
利
用
可
能

な
10
カ
所
の
オ
ー
プ
ン
端
末
室
を
整
備

し
、
約
１
４
０
０
台
の
Ｐ
Ｃ
を
設
置
し

た
。

　

今
回
、
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
４
の
ス
ト
レ

ー
ジ
･
シ
ス
テ
ム 

と
し
て
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
、

Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｓ
（
マ
ル
チ
パ
ス
・
フ
ァ
イ
ル
・

シ
ス
テ
ム
）
、
Ｆ
Ｃ―

Ｓ
Ａ
Ｎ
、
ｉ
Ｓ

Ｃ
Ｓ
Ｉ
ス
ト
レ
ー
ジ
を
１
つ
の
シ
ス
テ

ム
に
統
合
で
き
る
Ｅ
Ｍ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
の

ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
･
ス
ト
レ
ー
ジ
「
Ｃ
Ｌ

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｘ
Ｃ
Ｘ
４―

４
８
０
」
と
「
Ｃ

ｅ
ｌ
ｅ
ｒ
ｒ
ａ
Ｎ
Ｓ―

Ｇ
２
」
を
採
用

し
た
。

報
資
産
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
、
立
教
池
袋
中
学
・
高
校

で
は
、
保
護
者
と
学
校
の
連

絡
網
と
し
て
ス
パ
イ
ラ
ル
を

導
入
し
て
い
た
。
今
回
の
東

日
本
大
震
災
の
際
に
は
、
緊

急
連
絡
網
と
し
て
活
用
し
、

電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
状

況
の
中
、
安
否
確
認
や
情
報

の
一
斉
配
信
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
と
し
て
活
用
で
き
た

と
し
て
い
る
。

　

今
回
の
震
災
を
受
け
て
パ

イ
プ
ド
ビ
ッ
ツ
が
新
た
に
用

意
し
た
「
ス
パ
イ
ラ
ル
緊
急

連
絡
確
認
サ
ー
ビ
ス
」で
は
、

社
員
や
職
員
、
生
徒
や
保
護

者
な
ど
登
録
し
て
い
る
ア
ド

レ
ス
に
対
し
て
一
斉
メ
ー
ル

配
信
を
行
い
、
受
け
取
っ
た

メ
ー
ル
文
面
中
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
フ
ォ

ー
ム
か
ら
の
安
否
確
認
が
行

え
る
よ
う
に
し
た
。

　

ま
た
、
メ
ー
ル
受
信
者
か

ら
戻
っ
て
き
た
安
否
確
認
情

報
を
一
覧
表
示
し
て
、
全
員

で
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

と
し
て
、
パ
イ
プ
ド
ビ
ッ
ツ

の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
「
ス

パ
イ
ラ
ル
」
を
採
用
し
た
。

　

ス
パ
イ
ラ
ル
は
、
様
々
な

情
報
活
用
を
可
能
に
す
る
情

　

東
京
・
西
池
袋
の
立
教
池

袋
中
学
校
・
高
等
学
校
は
、震

災
時
の
生
徒
の
非
難
状
況
報

告
や
学
校
行
事
に
つ
い
て
の

連
絡
を
取
る
た
め
の
仕
組
み

　

富
士
通
研
究
所
は
、
サ
ー
バ
ー
内
の
デ
ー

タ
伝
送
距
離
を
約
１
・
７
倍
延
伸
可
能
な
高

速
受
信
回
路
を
開
発
し
た
。
ブ
レ
ー
ド
サ
ー

バ
ー
や
大
規
模
な
マ
ル
チ
プ
ロ
セ
ッ
サ
・
サ

ー
バ
ー
な
ど
の
高
性
能
化
を
実
現
す
る
技
術

と
な
っ
て
い
る
。

　

従
来
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
や
デ
ー
タ
通
信
用

の
集
積
回
路
を
搭
載
し
た
プ
リ
ン
ト
配
線
版

を
、
バ
ッ
ク
プ
レ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
相
互
接

続
用
の
プ
リ
ン
ト
配
線
板
を
使
っ
て
高
密
度

に
接
続
し
、
交
互
に
デ
ー
タ
を
通
信
し
な
が

ら
処
理
を
行
っ
て
い
た
。

　

今
回
、
バ
ッ
ク
プ
レ
ー
ン
の
長
距
離
配
線

で
顕
在
化
す
る
振
幅
ひ
ず
み
と
位
相
ひ
ず
み

を
補
正
す
る
信
号
処
理
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
開

発
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
毎
秒
10
ギ
ガ
ビ
ッ

ト
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
通
信
の
伝
送
距
離
が
70

セ
ン
チ
程
度
か
ら
１
・
７
倍
の
１
・
２
ｍ
に

延
伸
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

東
京
大
学
と
慶
應
義
塾
大
学
は
、
エ
ラ
ー

を
削
減
す
る
Ｓ
Ｓ
Ｄ
（
ソ
リ
ッ
ド
・
ス
テ
ー

ト
・
ド
ラ
イ
ブ
）
メ
モ
リ
ー
の
開
発
に
成
功

し
た
。
エ
ラ
ー
を
飛
躍
的
に
削
減
し
、
電
力

を
半
減
以
下
に
す
る
デ
ー
タ
変
調
技
術
と
、

伝
送
線
路
結
合
を
使
っ
た
世
界
最
速
の
非
接

触
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
世
界
で
初
め
て
開

発
し
た
。

　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
ー
を
内
蔵
し
た
Ｓ
Ｓ

Ｄ
メ
モ
リ
ー
は
、
高
信
頼
化
が
必
要
な
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
、
サ
ー
バ
ー
へ
の
応
用
が
期
待

さ
れ
て
い
る
が
、
長
時
間
の
使
用
に
お
い
て

誤
動
作
が
生
じ
た
り
、
電
力
が
大
き
く
な
る

問
題
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
Ｓ
Ｓ
Ｄ
メ
モ
リ
ー
に
搭
載

す
る
メ
モ
リ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
内
で
、
フ

ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
ー
に
書
き
込
む
デ
ー
タ
を

変
調
す
る
こ
と
に
よ
り
問
題
を
解
決
し
、
エ

ラ
ー
を
95
％
削
減
す
る
と
と
も
に
43
％
の
低

電
力
化
を
実
現
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
磁
界
と

電
界
の
結
合
を
使
っ
た
伝
送
線
路
結
合
素
子

を
近
接
通
信
に
毎
秒
12
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
の
通
信

実
験
に
成
功
し
た
。
今
後
は
Ｓ
Ｓ
Ｄ
の
信
頼

性
を
高
め
る
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て
い
く
。

　

日
立
製
作
所
は
、
次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

機
器
の
相
互
接
続
検
証
を
推
進
す
る
国
際
機

関
「
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｃ
」
が
国
際
標
準
規
格
「
Ｍ

Ｐ
Ｌ
Ｓ―

Ｔ
Ｐ
」
に
準
拠
し
た
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
「
Ａ
Ｍ
Ｎ
１
７
１
０
」
の

相
互
接
続
に
成
功
し
た
。

　

同
試
験
は
３
月
に
標
準
化
が
完
了
す
る
予

定
の
Ｍ
Ｐ
Ｌ
Ｓ―
Ｔ
Ｐ
の
現
行
規
格
案
に
基

づ
き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高
信
頼
性
と
安
定

運
用
を
実
現
す
る
た
め
の
保
守

・
運
用
・
管
理
機
能
「
Ｏ
Ａ
Ｍ
機
能
」
の
マ

ル
チ
ベ
ン
ダ
ー
環
境
下
で
の
相
互
接
続
性
に

つ
い
て
検
証
が
行
わ
れ
、
障
害
検
出
や
障
害

通
知
な
ど
の
相
互
運
用
を
確
認
し
た
。

　

今
後
は
、
高
信
頼
大
容
量
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
機
器
と
し
て
、
効
率

的
な
パ
ケ
ッ
ト
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
方
式
に
よ

り
、
高
度
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
保
守
、
運
用
、

管
理
を
実
現
す
る
と
し
て
い
る
。

 

４
時
間
以
内
に
短
縮

　

  

高
信
頼
・
高
可
用
性
を
実
現

　

新
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
れ
ま
で
利
用
し

て
い
た
ス
ト
レ
ー
ジ
･
シ
ス
テ
ム
を
集

約
し
て
Ｎ
Ａ
Ｓ
と
Ｓ
Ａ
Ｎ
の
統
合
ス
ト

レ
ー
ジ
環
境
を
構
築
し
、
ユ
ー
ザ
ー
が

利
用
で
き
る
デ
ィ
ス
ク
容
量
を
５
倍
に

拡
張
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
速
フ
ラ
ッ
シ
ュ
･
ド
ラ
イ

ブ
と
ス
ナ
ッ
プ
･
シ
ョ
ッ
ト
機
能
を
活

用
し
て
サ
ー
バ
ご
と
に
分
散
し
て
い
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ブ
ー
ト
型
、
シ
ン
･

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
端
末
へ
の
デ
ィ
ス
ク
･

イ
メ
ー
ジ
配
布
の
一
元
化
と
高
速
化
を

実
現
し
、
運
用
･
管
理
環
境
を
効
率
化

消
費
電
力
を
３
分
の
２
に
削
減

福岡大学

童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
」

の
増
加
を
目
指
す
と
と
も

に
、
教
育
の
質
の
向
上
に
も

つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

 　
　

  

１
千
台
超
導
入

     

従
来
比
65
％
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
広島大学

シ
ン
ク
ラ

イ
ア
ン
ト

伝
送
処
理
が
１
・
７
倍
に

世
界
最
速
の
Ｓ
Ｓ
Ｄ

相
互
接
続
検
証
に
成
功

  

デ
ィ
ス
ク
容
量
５
倍

技術開発

　

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
、
シ
ス
テ

ム
の
計
画
、
設
計
・
構
築
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の

開
発
を
担
当
し
た
。

　

熊
本
大
学
は
、
オ
ー
プ

ン
ソ
ー
ス
ソ
フ
ト
（
Ｏ
Ｓ

Ｓ
）
を
活
用
し
て
勤
怠
管

理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

た
。
ベ
ー
ス
パ
ッ
ケ
ー
ジ

と
し
て
マ
イ
ン
ド
の
人
事

・
給
与
・
勤
怠
シ
ス
テ
ム

「
Ｍ
ｏ
ｓ
Ｐ
（
モ
ス
プ
）」

を
採
用
し
、
ベ
ン
ダ
ー
に

委
託
す
る
こ
と
な
く
独
自

に
シ
ス
テ
ム
開
発
を
行
っ

た
。

　

シ
ス
テ
ム
開
発
期
間

は
、
事
務
職
員
２
名
が
他

の
仕
事
を
兼
務
し
な
が
ら

の
開
発
で
、
４
カ
月
を
要

し
た
。
当
初
３
部
署
の
29

人
で
の
試
行
運
用
か
ら
始

ま
り
、
Ｍ
ｏ
ｓ
Ｐ
の
標
準

機
能
と
異
な
っ
て
い
る
大

学
の
年
休
付
与
の
部
分
を

変
更
す
る
な
ど
の
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
を
行
い
な
が
ら
、

試
行
部
署
を
拡
大
し
て
い

き
、
現
在
は
事
務
系
職
員

の
約
７
割
に
あ
た
る
７
０

０
人
規
模
で
本
格
導
入
し

て
い
る
。
運
用
・
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
も
自
ら
実
施
し
て

い
る
。

　

勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
の

適
用
範
囲
で
は
、
個
人
認

証
を
利
用
す
る
こ
と
で
出

勤
簿
や
始
業
・
就
業
時
間

な
ど
記
録
簿
、
休
暇
簿
、

欠
勤
届
な
ど
の
帳
票
類
を

廃
止
し
、
ほ
ぼ
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
を
実
現
し
て
い

る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
出
勤
簿

の
押
印
、
始
業
・
終
業
時

間
記
録
簿
、
休
暇
簿
の
印

刷
業
務
を
廃
止
し
、
勤
務

時
間
管
理
員
の
超
過
勤
務

時
間
の
集
計
作
業
が
不
要

に
な
っ
た
ほ
か
、
休
暇
申

請
に
お
け
る
中
間
決
裁
の

廃
止
な
ど
の
Ｂ
Ｐ
Ｒ
（
業

務
変
革
）
を
実
現
し
た
。

 

安
否
確
認
に
ク
ラ
ウ
ド

     

震
災
時
や
学
校
行
事
連
絡
で
立教池袋
中 ・ 高

 

Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
独
自
開
発

     　

勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
熊本大学

し
た
ほ
か
、
総
合

情
報
処
理
セ
ン
タ

ー
の
消
費
電
力
を

従
来
の
２
／
３
に

削
減
し
た
。

　

福
岡
大
学
が
構

築
し
た
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
４
は
、
ス
ト
レ

ー
ジ
の
物
理
容
量
が
従
来
の
５
Ｔ
Ｂ
か

ら
約
30
Ｔ
Ｂ
に
拡
張
さ
れ
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
の

部
分
で
は
学
生
１
人
あ
た
り
が
使
用
で

き
る
ホ
ー
ム
領
域
が
２
０
０
Ｍ
Ｂ
か
ら

１
Ｇ
Ｂ
に
増
大
し
た
。

　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
･
ド
ラ
イ
ブ
と
レ
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
･
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
ス
ナ

ッ
プ
･
シ
ョ
ッ
ト
を
組
み
合
せ
て
利
用

す
る
こ
と
で
、
20
数
台
の
サ
ー
バ
に
短

時
間
で
デ
ィ
ス
ク
･
イ
メ
ー
ジ
を
コ
ピ

ー
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
の
た
め
、

週
末
の
夜
間
作
業
で
２
晩
を
費
や
し
て

い
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
、
現
在
で
は
４

時
間
以
内
に
す
べ
て
終
了
す
る
な
ど
運

用
が
効
率
化
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
エ
ラ
ー
の
予
兆
を
検
知

し
て
デ
ィ
ス
ク
を
予
防
交
換
で
き
る
機

能
も
、
シ
ス
テ
ム
の
安
定
･
継
続
稼
働

に
大
き
く
貢
献
す
る
と
評
価
し
て
い

る
。

　

福
岡
大
学
で
は
、
今
後
ク
ラ
ウ
ド
環

境
の
動
向
を
見
据
え
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト

と
リ
ス
ク
を
慎
重
に
見
極
め
な
が
ら
対

応
を
検
討
し
て
い
く
考
え
だ
。

ク
が
可
視
化
さ
れ
、
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
、サ
ー
バ
ー
、ア
プ
リ

の
そ
れ
ぞ
れ
に
関
し
て
通
信

量
や
通
信
効
率
、遅
延
時
間
、

再
送
パ
ケ
ッ
ト
数
な
ど
が
簡

単
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
障
害
や

不
正
通
信
時
の
原
因
究
明
が

迅
速
か
つ
正
確
に
行
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
の

導
入
は
、
住
商
情
報
シ
ス
テ

ム
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
イ
ン
フ
ォ
テ
ッ

ク
が
行
っ
た
。

ア
ン
ス
製
品
「
Ｎ
ｅ
ｔ
Ｖ
Ｃ

Ｒ
」
と
「
Ｎ
ｅ
ｔ
Ｄ
ｅ
ｔ
ｅ

ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
」
を
導
入
し
た
。

　

学
習
院
は
、東
京
の
目
白
、

戸
山
、
四
谷
の
３
カ
所
の
キ

ャ
ン
パ
ス
を
広
域
イ
ー
サ
ネ

ッ
ト
網
で
接
続
し
、
シ
ン
グ

ル
ド
メ
イ
ン
で
幼
稚
園
か
ら

大
学
ま
で
約
４
千
台
の
Ｐ
Ｃ

を
計
算
機
セ
ン
タ
ー
で
運
用

し
て
い
る
。

　

ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
導
入

で
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

学
習
院
大
学
の
計
算
機
セ

ン
タ
ー
は
、
米
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｓ
Ｕ

Ｎ
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理

／
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ア
プ
ラ
イ

 
３
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ネ
ッ

 

と
ワ
ー
ク
を
可
視
化 

　
　

              
学 

習 

院


